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〔順天堂大学での当社 CEO・水島徹による講演のお知らせ〕 

 

当社は、既に臨床で使用されている医薬品（既承認薬）の新たな薬効を見出し、別の疾患

に対する治療薬として開発するドラッグ・リポジショニング（DR）による医薬品開発を進

めると共に、当社開発品 PC-SOD をオキサリプラチンやパクリタキセルによる CIPN（化

学療法誘発性末梢神経障害）予防薬として上市するために、第Ⅲ相ならびに第Ⅱ相臨床試験

を実施しております。CIPNなどの抗がん剤の副作用やがん自体に関連した症状（痛みや倦

怠感など）の緩和を目指した医療をサポーティブケアと呼びますが、近年のがん治療の進歩

に伴うがんサバイバーの増加などにより、このサポーティブケアが世界的に注目されてい

ます。 

アカデミア発ベンチャーでありながら世界初の CIPN 予防薬の開発に取り組んでいる当

社に注目した順天堂大学大学院医学研究科より、このたび当社 CEO・水島徹（崇城大学教

授、薬学博士）が講演依頼を受け、下記のとおり実施しましたのでご報告いたします。 

 

主催・順天堂大学がんブレインストーミング研究会（第 13回特別セミナー） 

日時：2026 年 10 月 13 日（火）18:00～19:00 

場所：順天堂大学医学部・医学研究科（＋他のキャンパスへのオンライン配信） 

演題：がん治療を支える「もう一つの創薬」―CIPN予防薬としての PC-SODの開発― 

 

本セミナーでは、サポーティブケアの重要性（副作用の予防ががん治療にも貢献する）と

DR（PC-SODの CIPN予防薬としての開発は、一種の DRと捉える事も出来ます）のメリ

ット、DR グラント、現在実施中の PC-SOD の第Ⅲ相臨床試験について講演しました。本

セミナーの参加者は臨床医、基礎研究者、大学院生と幅広く、講演後には多くの質問をいた

だきました（質問時間を大幅に超過するほどでした）。特に臨床医からは、CIPN 予防薬と

しての PC-SODへの期待を強く感じました。また、順天堂大学で研究されている創薬の種

（シーズ）について当社に相談したいとの依頼もありました。当社はこのような機会を通し

て、アカデミアとの連携をさらに強化し、当社の企業価値の向上に努めていきたいと考えて

おります。 
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写真：講演の様子 


